TSUKUTSUKU2008第19回教育システム若手の会

第１９回教育システム若手の会　ポジショニングペーパーについて
■ 提出期限
２００８年１１月６日（木）　１５時 必着
■ 提出方法
電子メールにファイルを添付して提出して下さい．

・あて先：tsukutsuku@@@ina-lab.net （コピーした後，@を1つにしてください）
・件名　：PP提出
※ファイル名に，氏名（フルネーム）を入れて下さい．

■ 作成要領
・ページ数： Ａ４，１枚
・必須項目：研究テーマ，所属・氏名，自己紹介，研究テーマ概要，研究ポジショニング
・体　　裁：このファイルの２ページ目をサンプルとして，ご使用ください．

スタイルは基本的に自由です．ただし，「３．研究ポジショニング」のみ，２日目のセッションで使用するため，統一とします．それ以外については，フォント・デザイン等は，各参加者の判断で自由に作成してください．

多角的なエラー要因推定に基づくプログラミング学習支援
福島大学・理工学群共生システム理工学類・中村研究室　中村Ｂ勝一
nakamura@sss.fukushima-u.ac.jp（あくまでサンプル・信じるな！危険！）
1． 自己紹介
今回初めて参加させて頂きます．福島県出身．東京学芸大学・教育学部，大学院は会津大学のe-Learningな研究室出身です．大学院在学中は，高校で数学を担当し，卒業後は，東北学院大学・教養学部で「情報科教育法」などを担当していました．その後，福島大学に移り，現在に至ります．
数学の教員を目指して教育学部に入り，たまたま「情報科学」に触れることになりましたが，完全な教育実践寄りの人間です．教育システムや情報科学のことはあまり詳しくありませんが，若手の会で勉強したいと思っています．お酒は弱くて殆ど飲めませんが，宜しくお願いします．
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研究テーマの概要
プログラミング初学者にとって，自ら「エラーに気付き」「原因を考え」「プログラムを修正する」ことは重要ですが，容易ではありません．その大きな原因の一つとして，プログラムの文法的なエラー（コンパイルエラー）と，実現しようとする意図とプログラムが合っていない問題（論理エラー）の二重の存在が挙げられます．しかし，既存研究の多くは，どちらか片方のみに焦点をあてているため，実際の学習支援としての効果は十分とは言えません．
そこで本研究では，コンパイルエラーと論理エラーの両面からエラー要因を推定し，そこから学習者に提示する有益な支援情報を生成するメカニズムと学習支援システムの開発を目指しています．本研究では，ＯＳやプログラミング環境の差異に柔軟に対応可能な，学習履歴取得・管理から支援情報提示までを司る統合的な環境の開発も並行して進めています．私は主に，これらの支援情報提示を導入したプログラミング授業の実践・知見集約に取り組んでいます．
3． 研究ポジショニング






プログラミング学習支援システム


（多角的なエラー要因推定に基づいた支援情報提示）
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■ 研究を行う上で「難しい事，悩ましい事」は？


楽しいシステムを作っても，実践効果に結びつかないこと








■ どんな研究がしたい？ どんな研究が夢？


・（教員が要らないくらいに）自分で学習できちゃう便利なプログラミング学習支援システム　or


・何を教えれば良いか一目で分かりますシステム





■ 教育工学研究への立ち位置（★を配置）





■ 研究キーワード（興味分野も含めて多目に）


プログラミング学習，コンパイルエラー，


論理エラー，エラー要因推定，事例ベース推論，





自学自習支援，学習状況把握，教師支援





■ 最近「ワクワク」したことは？











■ 研究を行う上で「欲しい・あったらいいのに」は？




















